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カメラ画像利活用ガイドブックの公表について

○ 経緯

カメラ画像の利活用に関して、IoT推進コンソーシアム データ流通促進ワーキンググループの下に、

昨年７月から１０月まで、「カメラ画像利活用サブワーキンググループ」（座長：菊池浩明 明治大学総

合数理学部 先端メディアサイエンス学科教授）を設け、検討を進めてきたところ。

具体的には、（１）実際に事業者が検討している利活用シーンに基づき、事業者が個人情報保護法で定

められる個人情報の保護を前提とし、（２）その上で事業者が生活者とそのプライバシーを保護し、適切

なコミュニケーションをとるにあたっての配慮事項を整理。

○ 検討内容

５類型のユースケースごとに、①基本原則、②事前告知時の配慮、③取得時の配慮、④取扱い時の

配慮、⑤管理時の配慮を整理（注 下記以外の類型については別途検討が必要としている）。なお、

各類型とも撮影画像や個人を特定できる情報は一切保存されない。

○ 公表

整理した内容を「カメラ画像利活用ガイドブック」として取りまとめ、 IoT推進コンソーシアム、総務省、

経済産業省の連名で、本年１月３１日に公表した。
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「カメラ画像利活用ガイドブック」が対象とするカメラの類型（１）

○「カメラ画像利活用ガイドブック」が対象とするカメラの類型

合計５類型ごとに、基本原則、事前告知時の配慮、取得時の配慮、取扱い時の配慮、

管理時の配慮を整理（注 下記以外の類型については別途検討が必要としている）

■店舗等に設置されたカメラ

①店舗入り口（店内側）

特定空間（店舗等）に設置されたカメラで、入出の時点で、画像を取得し、
特徴量データを抽出し、人物属性（例 ○○代、女性）を推定した後、
速やかに撮影画像と特徴量データを破棄するもの（撮影画像、特徴量データ
ともに一切保存されない）

【取得目的】
目的来店者の人物属性（年齢等）を判断

②店舗内全体
特定空間（店舗等）に設置されたカメラで、空間内を人物等が行動する画像を
取得し、空間内の位置情報を取得し、動線データを生成した後、速やかに
撮影画像と特徴量データを破棄するもの（撮影画像、特徴量データともに
最終的には一切保存されない）

【取得目的】
来店者の行動履歴（店内の移動状況や棚前での行動）の取得と分析

2



「カメラ画像利活用ガイドブック」が対象とするカメラの類型（２）

■屋外に向けたカメラ

③人物形状の計測

④映り込みが発生し得る風景画像の取得

■準公共空間設置カメラ

⑤人物の滞留状況把握

公共空間に向けたカメラで、通行する人・車等を識別し、
それぞれを計測した後、速やかに撮影画像を破棄するもの
（撮影画像は一切保存されない、形状マッチングによる計測）

【取得目的】
人物の形状認識と通行者の数量を計測

公共空間に向けたカメラで、街中の看板・交通標識、及び道路の
混み具合を識別し、これらの情報を抽出した後、速やかに撮影画像を
破棄するもの（撮影画像は一切保存されない、人物特定に至らない
解像度での運用、人物と判断される箇所はアイコン化処理）

【取得目的】
街中に設置されている構造物や道路概況の取得と分析

準公共空間（駅改札等）に設置されたカメラで、通行する人物を撮影し、
アイコン化処理の後、速やかに撮影画像を破棄するもの（撮影画像は
一切保存されない、人物と判断される箇所はアイコン化処理）

【取得目的】
改札周辺の混雑状況の可視化 3



（参考）【適用ケース 1】店舗内設置カメラ（属性の推定）

●店舗内設置カメラやセンサを用い、来店者の人物属
性（年齢・性別）を推定し、レジ混雑状況等を予測。

●レジ待ち時間の短縮やオペレーション（従業員配置
等）の効率化に活用する。

＜ユースケースの概要＞

●店舗入口での
通知文面例

●配慮事項の対応例

４



●店舗内設置カメラやセンサを用い、来店者の行動履歴
（店舗内の移動状況や棚前での行動）を取得・分析。

●品揃えの充実やマーチャンダイジング（店内レイ
アウト変更等）に活用する。

＜ユースケースの概要＞

●店舗入口での
通知文面例

●配慮事項の対応例
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（参考）【適用ケース ２】店舗内設置カメラ（人物の行動履歴の生成）



※行動パターンと形で機械
学習、顔の特定は行わない

●通行する人・車等を形状認識し、通行者の人数
を計測。

●歩行者・自転車・車の量や方向等のデータを取
り出し、出店計画等に活用する。

＜ユースケースの概要＞

●店舗入口での通知文面例

●配慮事項の対応例
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（参考）【適用ケース ３】屋外に向けたカメラ（人物形状の計測）



タクシー

表札文字は
識別できない

通行人の顔は
識別できない

●タクシーのダッシュボードにカメラを設置し、
街中の構造物や道路概況を取得・分析。

●地図作成事業者が（人海戦術でやっている）地
図データ更新のための事前調査等に活用する。

＜ユースケースの概要＞

●タクシー車両での通知文面例

●配慮事項の対応例
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（参考）【適用ケース ４】屋外に向けたカメラ（写り込みが発生し得る風景画像の取得）



●改札付近での通知文面例

●画像解析により人の居場所や動静をアイコ
ン化し、駅の混雑情報や入場規制等を配信。

●乗客自らによる列車運行支障時に迂回や代
替交通手段等の行動選択の一助とする。

＜ユースケースの概要＞ ●配慮事項の対応例
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（参考）【適用ケース ５】駅構内設置カメラ（人物の滞留状況把握）



ﾈｯﾄﾜｰｸ等のIoT関連技術
の開発・実証、標準化等

 IoT／ビッグデータ／人工知能時代に対応し、企業・業種の枠を超えて産学官で利活用を促進するため、総務省及び経済産業省の
共同の呼びかけのもと、民主導の組織として「IoT推進コンソーシアム」を設立。（平成27年10月23日（金）に設立総会を開催。）

 技術開発、利活用、政策課題の解決に向けた提言等を実施。 （会員法人数2,387社（平成28年9月20日現在））

IoTセキュリティＷＧ

IoT機器のネット接続に
関するガイドラインの検討等

先進的ﾓﾃﾞﾙ事業推進ＷＧ
（IoT推進ラボ）

先進的なﾓﾃﾞﾙ事業の創出、
規制改革等の環境整備

総 会

運営委員会 （15名）

 会長
 副会長

総務省、経済産業省 等

協力 協力

村井 純 慶應義塾大学 環境情報学部長兼教授

鵜浦 博夫 日本電信電話株式会社 代表取締役社長
中西 宏明 株式会社日立製作所 執行役会長兼ＣＥＯ

会長

副会長

運営委員会メンバー 委員長 村井 純 慶應義塾大学 環境情報学部長兼教授

データ流通促進ＷＧ

大久保 秀之 三菱電機株式会社 代表執行役 須藤 修 東京大学大学院 教授

越塚 登 東京大学大学院 教授 堂元 光 日本放送協会 副会長

小柴 満信 ＪＳＲ株式会社 社長 徳田 英幸 慶應義塾大学大学院 教授

齊藤 裕 株式会社日立製作所 副社長 野原 佐和子 イプシ・マーケティング研究所 社長

坂内 正夫 情報通信研究機構 理事長 程 近智 アクセンチュア株式会社 会長

志賀 俊之 産業革新機構 会長（CEO） 林 いづみ 弁護士

篠原 弘道 日本電信電話株式会社 副社長 松尾 豊 東京大学 准教授

データ流通のニーズの高い
分野の課題検討等

技術開発ＷＧ
（スマートIoT推進フォーラム）

（参考）ＩｏＴ推進コンソーシアム

９
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（参考）委員構成、協力企業

区分
氏名

（順不同、敬
称略）

所属

座長 森川 博之 東京大学 先端科学技術セン
ター

委員 板倉 陽一郎 ひかり総合法律事務所
草野 隆史 株式会社ブレインパッド
佐藤 史章 トーマツベンチャーサポート

株式会社
宍戸 常寿 東京大学大学院 法学政治学

研究科
柴崎 亮介 東京大学 空間情報科学研究

センター
寺田 眞治 株式会社オプト
中崎 尚 アンダーソン・毛利・友常法

律事務所
林 いづみ 桜坂法律事務所
村上 陽亮 株式会社KDDI総合研究所

区分
氏名

（順不同、敬
称略）

所属

座長 菊池 浩明 明治大学 総合数理学部
先端メディアサイエンス学科

委員 美濃 導彦 京都大学 学術情報メディア
センター

板倉 陽一郎 ひかり総合法律事務所
小林 正啓 花水木法律事務所
長岡 勢二 株式会社ファミリーマート
平林 司光 セコム株式会社
草野 隆史 株式会社ブレインパッド

水島 九十九 一般社団法人 電子情報技術
産業協会（JEITA）

宮津 俊弘 パナソニック株式会社
上田 淳 株式会社日立製作所
香月 啓佑 一般社団法人 インターネッ

トユーザー協会（MIAU）
辰巳 菊子 公益社団法人 日本消費生活

アドバイザー・コンサルタン
ト・相談員協会（NACS）

企業名（順不同）
日本電気株式会社
日本システムウエア株式会社
一般社団法人 東京ハイヤー・タクシー協会
東京急行電鉄株式会社

○データ流通促進ワーキンググループ
委員構成

○カメラ画像利活用サブワーキンググループ
委員構成

○検討においてユースケース等の情報提供に
ご協力いただいた企業
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